
科目区分：外国語科目（中国語） 
 

 

授業科目名 中 国 語 Ⅱ 
学期 曜 日 校時 

英  語  名 Chinese Ⅱ 

担 当 
教 官 名 曽 文彬 単位数 １単位 必修 

選択 必修 後期 木曜日
１校時 
２校時 

授  業  の  ね  ら  い  ・  内  容  ・  方  法 
 
中国は５０００年以上の歴史と古い文化を持っている国です。いま現在、全世界において中国語はよく

使われています。そして中国経済の発展と国力の高まりにつれて、外国の皆さんが中国語を勉強する人は
たえず増えています。この授業を通じ、発音を練習して中国語の発音の特徴とその基本的な文型と簡単な
会話を身につけるためです。中国語Ⅱでは中国語Ⅰに引き続き、基本文型と会話を中心にして学びます。
学生さんは授業中だけでなく、すべてのチャンスを利用して、くりかえし朗読し、暗記し、覚えさせます。
 

テ  キ  ス  ト  、  教  材  等 
 
テキスト：塚本慶一監修・劉穎著『《新版》１年生のコミュニケーション中国語』（白水社） 
辞書 ：上野惠司著“標準中国語辞典（第２版）” 

 

対  象  学  生 成  績  評  価  の  方  法 教  官  研  究  室 

木－１：Ｔ三 
木－２：Ｔ二 

授業中の表れと宿題の状況と試験の成績により
行います。 

 
 

授    業    計    画 

 
 第 一回．   第６課    何がありますか？ 
 第 二回． 
 第 三回．   第７課    何時に行きますか？ 
 第 四回． 
 第 五回．   第８課    ホテルのフロントで  
 第 六回． 
 第 七回．   第９課    タクシーに乗る 
 第 八回． 
 第 九回．   第１０課   試着と支払い 
 第 十回． 
 第十一回．   第１１課   苦情を訴える 
 第十二回． 
 第十三回．   第１２課   紛失届を出す 
 第十四回． 
 第十五回．復習 
 
   オフィスアワー） 
        在室中は可（上記「教官研究室」欄参照のこと） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


